
第　　回95

福岡メーデーメーデー
95th Fukuoka MayDay

①被災者に寄り添う気持ちを大切に、社会全体で助け合う運動を展開しよう

②世界の恒久平和をめざそう

③価格転嫁を進め、経済を元気にしよう！

④賃上げの波を最低賃金の引き上げにつなげ、格差是正を進めよう

⑤あらゆるハラスメントを無くし、多様性を認め合う職場・社会を作ろう

⑥働く者、生活者の視点に立った政策を推し進めよう

⑦地域に根ざした顔の見える運動を推進し、仲間作りの輪をひろげよう

⑧福祉はひとつ。労福協、ろうきん、こくみん共済coopと連携し、労働者福祉の更なる
推進をはかろう

サブスローガン

[主催]第95回福岡メーデー実行委員会（連合福岡・連合福岡地協・福岡地域労福協） [後援]福岡県労福協・九州労働金庫福岡県本部・こくみん共済coop福岡推進本部・福岡県生協連

舞鶴公園舞鶴公園4月27日（土）4月27日（土）2024年
会 

場
日 

時
鴻臚館広場

開催中、風速10m/s以上の強風や発雷時は、その場で中止します。

雨天
決行 開場9：30 式典10：30 デモ行進11：30

荒天時における開催有無のお知らせは、連合福岡ホームページをご覧ください。①前日12:00②17：00③当日8：00  　

メインスローガン

連帯の力で平和と人権を守り
誰もが安心して暮らせる新たなステージへ！
被災地の復旧・復興に向けて
みんなで支え合い・助け合おう！

連帯の力で平和と人権を守り
誰もが安心して暮らせる新たなステージへ！
被災地の復旧・復興に向けて
みんなで支え合い・助け合おう！



メーデー式典次第

● 式典開会 （10：30） 

① 開会挨拶 メーデー実行委員会委員長

② 主催者代表挨拶 連合福岡会長

③ 来賓挨拶 福岡県知事・政党代表者

④ 来賓・祝電紹介・参加者数発表 

⑤ スローガン発表 連合福岡ユースター委員会

⑥ イラスト・コンテスト活動紹介 メーデー実行委員会

⑦ メーデー宣言（案）採択 連合福岡女性委員会

⑧ 閉会挨拶・カンバロー三唱 連合福岡事務局長

● デモ行進、メーデー装飾バス・ニュースカー街宣 （11：30～）

会場配置図（舞鶴公園「鴻臚館広場」）

ステージ本部受付

喫煙場所
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●令和6年能登半島地震支援募金　●フードドライブ（フードバンク福岡） ●福祉募金寄贈先出店

●メーデー手作り装飾バス展示　●九州北部豪雨復興支援　●ふれあい広場  ほか
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第95回メーデー宣言（案）

　石川県能登半島での大地震発生から118日目となる本日、第95回福岡メーデーを開催

した。改めて、亡くなられた方々に謹んで哀悼の誠を捧げるとともに、被災された方々、い

まだ避難生活を続けておられる方々に、心からお見舞いを申し上げる。そして、一日も早く

平穏な日々が取り戻せるよう心から願う。

　私たちは、これまでも、これからも、「支え合い・助け合い」の心を一つに、被災地・被災者

に寄り添った支援活動に取り組んでいく。

　世界は「分断と対立」の道を突き進んでいる。未だ終結の見えないロシアによるウクライ

ナ侵略や度重なる北朝鮮によるミサイル発射など、平和と秩序を武力で破壊する暴挙を決

して許してはならない。さらに、ミャンマー軍事政権による市民への弾圧、パレスチナ自治

区ガザにおける人道危機の深刻化など、人類普遍の価値たる人権が脅かされている。連合

は、ＩＴＵＣをはじめとする世界の働く仲間との国際連帯を強め、世界平和の実現と自由

で民主的な世界の構築に向けて行動していく。

　2024春季生活闘争は、労使の真摯な交渉の積み重ねにより、これまで多くの組合で昨年

を上回る賃上げを獲得している。デフレマインドを完全に払しょくし、新たな経済社会の

ステージへ転換する正念場において、私たちは大きな一歩を踏み出した。私たちには職場

を、そして社会を変える力がある。未来づくりへの社会的責任を自覚し、先行組合の勢いを

後続の中小組合や組合のない職場へと波及させ、すべての働く仲間の生活向上につなげて

いく。

　そして、日本の持続可能性に関わる構造的な課題の解決も待ったなしである。私たちは

「働くことを軸とする安心社会－まもる・つなぐ・創り出す－」の実現にむけて、政策課題の

改善に真正面から取り組み、ジェンダー平等の推進はもとより、さまざまな人たちとの対

話と集団的労使関係を社会に広げる取り組みを進めるとともに、働く者・生活者の立場に

たった政治勢力の結集・拡大をめざす。

　今こそ、私たちの連帯の力で、平和と人権が尊重され、誰もが安心して暮らすことのでき

る社会を、そして一日も早い被災地の復旧・復興を実現しよう。

　以上、ここに宣言する。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　2024年4月27日

 第95回福岡メーデー





※入選者にはクオカードを進呈します

対　　象：連合組合員とその家族、
　　　　連合組合員のＯＢ・ＯＧ（退職者含む）

１次締切：2024年4月15日（月）20：00まで 

最終締切：2024年5月7日（火）20：00まで

送付方法：QRコードを読み取り、応募サイトから送信する

募集要項

「賃金（給料）上がるってよ！？」「賃金（給料）上がるってよ！？」
イラストコンテストイラストコンテスト
イラストのテーマ：『賃金（給料）が上がるってよ!?』
　連合は2024春闘において『みんなで賃上げ。ステージを変えよ
う！』をスローガンに掲げ、持続的な賃上げの実現をめざしていま
す。みなさんは賃金（給料）が上がったら何をしたいですか？
　今年のイラスト募集は、「賃上げ（＝給料が上がる）」をキーワード
にしました。

  

　賃金（給料）が上がること、上がり続けることをイメージできるも
のをイラストにしてご応募ください。

・賃金（給料）が毎年上がり続けるイメージ
・賃金（給料）が上がったらやってみたいこと、欲しい物
・お子さまであれば、ご両親の給料が上がったら何をしたいか  など　

（メーデーにて活用)

募集中！



「令和6年能登半島地震」災害支援募金
　第95回福岡メーデー実行委員会は、「令和6年能登半島地震」災害支援募金に取り組んで

います。みなさまのご協力をお願いたします。

　１月１日に発生した「令和6年能登半島地震」により、能登半島をはじめ、北陸地方の各地

で甚大な被害が生じています。地震災害によって亡くなられた方々のご冥福を謹んでお祈

り申し上げるとともに、被災された皆さまに心からのお見舞いを申し上げます。連合は、芳

野会長を本部長とする対策本部を速やかに設置し、救援カンパをはじめとする支援活動を

展開しているところです。発災以降、皆さまのご協力により、連合福岡緊急カンパとして計

1,827,181円を、全国では総額185,431,538円（2024.3.7時点）を集約することができ

ました。なお、カンパ金については、被災各県へ義援金として拠出することを基本としてお

ります。

　また、政府・各政党等に対し、被災者の救援、生活・雇用対策および復旧・復興に向けた政策

に関する要請行動など、必要な取り組みを展開していきます。

　このたびの能登半島地震により、お亡くなりになられた方々に心より哀悼の意を表します。ま
た、被災された皆さま、そのご家族の方々にお見舞い申し上げます。そして、昼夜を問わず、復旧・復
興作業にあたっている方々に改めて敬意を表します。
　今、全国で働く仲間たちがこの困難に立ち向かおうと、ライフライン・インフラの復旧に全力で
あたっています。加えて、連合として取り組んでいるカンパの輪も確実に広がり、仲間のつながり
を実感しています。
　また、自らも被災者でありながら、先頭に立ってご尽力されている方々、自らできることを実践
されている方々、そうしたすべての人たちの思いや行動が、必ずや復旧・復興の道を切り開くと信
じています。
　連合は組合員の力を結集して社会的役割を果たしてまいります。私たちは一人ではありませ
ん。この苦難を、連帯し支え合い、みんなの力で乗り越えていきましょう。

「令和6年能登半島地震」に対する連合会長メッセージ
2024年 2月 1日

日本労働組合総連合会
会長 芳野 友子

　連合は3月24日から、現地ボランティア活動も開始しています。幅広い分野で、息の長い

支援が求められます。引き続きご理解、ご協力をお願いいたします。

なお、下記の特設ページにおいて救援カンパの情報や災害関連雇用・労働に関するQ&Aな

どを掲載しています。

「令和6年能登半島地震」特設ページ

https://www.jtuc-rengo.or.jp/activity/kizuna/noto2024/
連合本部ホームページ



「令和6年能登半島地震」ボランティア活動の様子



働くあなたの悩みに 弁護士がお応えします

働く人の生活なんでも法律相談働く人の生活なんでも法律相談働く人の生活なんでも法律相談
　毎月第2・4火曜日15時

　10時　17時　～

<月～金曜日 10時～17時>
TEL.(092)283-5280

電話(092)400-6215

電話にて先着順に予約受付

※定員になり次第締め切らせて頂きます。
※土・日・祝日の受付はできませんので、ご了承下さい。

日 

時
　福岡市博多区店屋町6番5号小松ビル1F
連合福岡・福岡地域協議会

会 

場

<月～金曜日 10時～16時>(祝祭日は休み)

TEL.(092)731-1455
FAX.(092)731-1457

福岡エリア

生活なんでも相談ダイヤル

生活相談 福祉相談 法律相談

日常生活の中で色々な悩みや不安が生じたとき、一緒
になって問題解決をはかります。
相談機関ネットワークを使っての専門的なアドバイス
の他、各種施設やサービス等が利用できる情報の提供
も行っています。

※相談・取次は原則無料ですが、専門家に相談する場合、別途料金が
かかる場合がありますので、ご了承ください。また、面談による相談
は事前の予約が必要です。

相談
受付 平日

「グリーンコープ生協ふくおか」では、あらゆる福

祉の相談を受ける“ふくし情報でんわ”を開設
しています。福祉や子育てに関する「あんなこと」

「こんなこと」教えてくれます。

困ったり悩んだりしたとき、お気軽にお電話くだ

さい。



メーデーのご盛会を心から
お祝い申し上げます

社会・生活環境が大きく変化する中で

働き方やライフスタイルの多様化が進んでいます。

こうした時代だからこそ

ろうきんは労働組合との連携をさらに強固にし

最も身近で信頼される存在として

組合員のみなさまに寄り添い

生涯にわたり力強くサポートしていきます。

お金のことや、人生のこと。

相談できるから夢がひろがる。

はたらく人と、地域社会と、未来へ、「つながる！」九州ろうきん。
九州ろうきんは、労働金庫法に基づき設立された勤労者のための福祉金融機関です。

スマホでみる！

九州ろうきんとは 九州ろうきん SDGs・CSR



福岡推進本部
（福岡県労働者共済生活協同組合）











813-0036

TEL:

813-0025

TEL:

813-0025

813-0025

TEL:

TEL:

813-00

TEL:

813-0025



　
　　　　　シュプレヒコール原稿 全体アピール
 ○価格転嫁を進め、経済を元気にしよう！（元気にしよう）

 ○ ハラスメントが無い社会、多様性を認め合う社会を作ろう！（つくろう）

 ○連帯の力で、平和と人権を守ろう！（守ろう）

 ○格差と貧困のない社会をつくろう！（つくろう）

 ○被災地の復旧・復興に向けて、みんなで支え合おう！（支え合おう）

 ○誰もが安心して暮らせる政策を推進しよう！（推進しよう）

　　　　　　　　　　　【〆の言葉】
　働く者のために、ともにがんばろう！（がんばろう）

　暮らしを守るために、ともにがんばろう！（がんばろう）

　がんばろう！（がんばろう）

　がんばろう！（がんばろう）

　がんばろう！（がんばろう）

シュプレヒコール原稿 全体アピール 呼び掛け 

　私たちは、働く仲間が集まって作る連合、連合福岡です。

私たち連合福岡は2024春季生活闘争において「みんなで

賃上げ。ステージを変えよう！」とのスローガンをかかげて

取り組んでいます。

　私たちは、すべての働く者の先頭に立ち、平和を守り、差

別をなくし、価格転嫁をすすめ、「底上げ・底支え」と「格差是

正」の実現に向けた取り組みを進めます。

　それでは、皆さん。元気よくアピールを行いましょう！




